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取
る
方
向
で
金
融
庁
と
の
調

整
に
入
る
な
ど
の
前
進
を
生

み
出
し
て
い
る
。

よ
り
積
極
的
な
運
動
を

　

今
後
、
協
会
は
歯
科
診
療

報
酬
の
改
善
、
患
者
負
担
の

引
き
下
げ
の
た
め
に
国
会
議

員
へ
の
働
き
か
け
や
、「
保

険
歯
科
医
療
を
守
り
、
発
展

さ
せ
る
大
阪
の
会
」
の
活

動
、
自
主
共
済
の
保
険
業
法

適
用
除
外
を
求
め
る
活
動
な

ど
を
強
化
す
る
方
針
を
理
事

会
で
決
定
し
て
い
る
。

の
省
令
改
正
案
へ
の
意
見
を

集
約
し
た
。
こ
れ
は
歯
科
医

療
機
関
等
か
ら
出
さ
れ
た
６

０
６
件
の
意
見
の
３
割
に
上

っ
た
。
集
約
し
た
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
使
い
大
阪
選

出
議
員
を
中
心
に
国
会
議
員

へ
の
フ
ァ
ク
ス
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
し
た
。
ま
た
、
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
撤
回

訴
訟
は
マ
ス
コ
ミ
を
巻
き
込

ん
で
世
論
形
成
す
る
な
ど
、

政
府
・
与
党
に
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
を
事
実
上
撤
回
さ

せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
。

　

自
主
共
済
の
保
険
業
法
適

用
除
外
を
求
め
る
運
動
で

は
、
不
当
な
保
険
業
法
の
適

用
に
よ
っ
て
保
険
医
休
業
保

障
な
ど
の
健
全
に
運
営
さ
れ

て
い
る
自
主
共
済
を
潰
そ
う

と
す
る
動
き
に
対
し
て
、
保

団
連
・
協
会
は
亀
井
静
香
金

融
郵
政
改
革
担
当
大
臣
と
の

懇
談
で
、
適
用
除
外
を
勝
ち

　

核
廃
絶
や
貧

富
格
差
の
是
正

な
ど
の
地
球
規

模
の
課
題
の
改

善
へ
の
期
待
や
夢
に
疲
労
感

が
溜
ま
っ
て
く
る
。
老
人
達

が
次
の
世
代
へ
明
る
い
展
望

を
手
渡
す
め
ど
も
付
か
ぬ
ま

ま
に
悲
惨
な
戦
火
が
場
所
変

え
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

他
所
に
核
兵
器
が
あ
る
限

り
、
ア
メ
リ
カ
は
核
抑
止
力

を
手
放
せ
な
い
と
い
う
理
屈

が
ま
だ
根
強
い
。

　

イ
ラ
ク
の
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ

イ
ト
の
栄
華
は
見
る
影
も
な

く
荒
廃
し
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
昔
の
古
代
文
明
や
、
さ

ら
に
人
類
発
祥
の
遺
跡
が
発

掘
さ
れ
て
い
る
。
世
界
各
地

か
ら
出
て
き
た
ネ
ア
ン
デ
ル

タ
ー
ル
人
は
死
者
を
埋
葬
す

る
文
化
が
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
イ
ラ
ク
北
部
の
遺
跡
で

は
遺
体
に
花
ま
で
添
え
た
ら

し
い
。

　

戦
塵
の
中
で
考
古
学
者
は

ど
ん
な
思
い
で
発
掘
作
業
を

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
人
殺

し
技
術
ば
か
り
を
進
化
さ
せ

て
き
た
文
明
へ
の
批
判
は
、

今
こ
そ
１
８
０
度
の
転
換
を

迫
ら
れ
て
い
る
。

　

今
と
過
去
を
両
掌
に
乗
せ

て
見
栄
や
立
場
を
離
れ
て
権

力
の
場
で
話
し
合
え
ば
、
こ

の
閉
息
感
を
抜
け
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

裁
判
続
行
の
適
否
を
検
討
す

る
と
し
た
。

期
日
を
指
定
す
る
「
追
っ
て

指
定
」
を
要
請
し
た
。
被
告

側
の
国
の
代
理
人
は
、
原
告

側
が
訴
訟
取
り
下
げ
の
意
思

を
書
面
で
提
出
す
れ
ば
、そ

れ
に
応
じ
る
と
し
た
。

　

弁
護
団
は
弁
論
後
、
大
阪

弁
護
士
会
館
で
報
告
集
会
を

開
き
、
山
上
紘
志
・
歯
科
協

会
副
理
事
長
は
、「
事
実
上
オ

ン
ラ
イ
ン
義
務
化
が
撤
回
さ

れ
た
こ
と
は
運
動
の
大
き
な

成
果
。
し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
な
ど
未
解
決
な

課
題
へ
の
検
討
が
必
要
」
と

発
言
し
た
。

　

集
会
で
は
、
原
告
団
総
会

を
早
急
に
開
き
、
法
廷
内
外

の
運
動
の
役
割
を
整
理
し
、

省
令
で
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
や
医
師
の
守
秘
義

務
の
問
題
、
標
準
医
療
が
強

い
ら
れ
る
な
ど
、
原
告
が
提

起
し
た
問
題
が
す
べ
て
解
消

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し

た
う
え
で
、「
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
を
定
め
た
１
１

１
号
省
令
自
体
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
訴
訟
の
第

一
義
的
な
目
的
で
あ
る
開
業

医
の
営
業
の
自
由
を
守
る
点

は
達
成
さ
れ
た
。
訴
訟
の
収

束
を
探
り
た
い
」
と
し
た
。

　

ま
た
次
回
の
期
日
に
つ
い

て
は
、
多
数
の
原
告
の
意
思

統
一
を
は
か
る
た
め
１
カ
月

程
度
の
時
間
が
必
要
と
し

て
、
裁
判
所
が
後
日
、
次
回

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
の
撤
回
を
求
め
る

大
阪
訴
訟
の
第
３
回
弁
論
が

４
日
、
大
阪
地
裁
で
開
か

れ
、
河
村
武
信
弁
護
団
長

は
、
厚
労
省
が
11
月
25
日
に

出
し
た
省
令
改
正
１
５
１
号

に
よ
っ
て
、
当
面
の
義
務
化

は
外
さ
れ
る
と
判
断
す
る
と

し
て
、
裁
判
を
収
束
の
方
向

へ
と
進
め
る
姿
勢
を
示
し

た
。

　

河
村
弁
護
士
は
、
今
回
の

る
視
点
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
た
。

１
０
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
て
歯
科
医
療
は
充
実
す

　

こ
の
間
協
会
は
、
歯
科
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
や
、
患

者
負
担
引
き
下
げ
、
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務

化
撤
回
、
自
主
共
済
の
改
正

保
険
業
法
の
適
用
除
外
な
ど

を
求
め
て
、
会
員
・
患
者
署

名
を
携
え
国
会
議
員
へ
要
請

（
表
）、
議
員
向
け
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ

ュ
ー
ス
の
発
行
、
レ
セ
オ
ン

ラ
イ
ン
義
務
化
撤
回
訴
訟
、

オ
ン
ラ
イ
ン
省
令
改
正
案
へ

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

組
織
、
民
主
党
議
員
と
の
懇

談
な
ど
、
波
状
的
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
歯

科
医
療
に
壊
滅
的
な
打
撃
を

与
え
た
06
改
定
に
よ
る
効
率

化
か
ら
の
転
換
を
求
め
、
会

員
・
患
者
署
名
に
取
り
組

み
、
会
員
過
半
数
を
超
え
る

56
・
７
％
を
集
約
、
会
員
、

患
者
の
声
を
携
え
て
精
力
的

に
国
会
議
員
要
請
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
運
動
で
、
２
０

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定

２
０
１
０
年

２
０
１
０
年

裁判の今後の取り組みについて活発な意
見交流が行われた報告集会＝４日、大阪
市内　　　　　　　　　　　　　　　　

厚
労
省 

ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス

改
定
を
表
明

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

　

会
員
か
ら
の
２
１
１
７
筆

の
署
名
は
、
12
月
12
日
に
関

係
先
に
届
け
た
。
24
日
は
長

尾
敬
衆
院
議
員
（
民
主
）
と

大
阪
で
懇
談
す
る
。

協
会
運
動
が
情
勢
動
か
す

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

事
実
上
の
義
務
化
撤
回

求
義
務
化
の
撤
回
運
動
で

は
、
民
主
党
が
公
約
を
無
視

し
て
出
し
た
義
務
化
同
然
の

オ
ン
ラ
イ
ン
省
令
改
正
案
に

対
し
、「
義
務
化
撤
回
で
は

な
い
の
か
」
と
会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ

ニ
ュ
ー
ス
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
組
織
し
１
８
７
件

国
会
要
請
な
ど
波
状
的
に

専門家がおこたえします

室相 談各 種

法律相談法律相談
【日　時】２月１日（月）午後２時～４時
【相談者】河村武信 弁護士
相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

税務相談税務相談
【日　時】１月20日（水）午後２時～５時
【相談者】黒岩哲夫 税理士

雇用相談雇用相談
【日　時】１月21日（木）午後２時～４時
【相談者】堀口正二 社労士

予算確保求め首相、財務・厚労相、国会議員らへ
会員署名５割超え、緊急要請会員署名５割超え、緊急要請

　

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
「
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
改
定
」
を
主
張
す
る
厚
労
省
と
、「
ネ

ッ
ト
マ
イ
ナ
ス
改
定
」
を
主
張
す
る
財
務
省
が
せ
め
ぎ
合
っ
て
い
る
。
協
会
が
夏
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た
「
診
療
報
酬
引
き
上
げ
と
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
る
」
会
員
署
名
は
、
こ

の
ほ
ど
５
割
を
超
え
た
。
会
員
の
切
実
な
声
を
集
め
た
署
名
は
、
予
算
案
に
診
療
報
酬
引

き
上
げ
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
12
日
、
鳩
山
首
相
、
藤
井
財
務
相
、
長
妻
厚
労
相
、
社

保
審
・
医
療
部
会
・
医
療
保
険
部
会
委
員
・
中
医
協
委
員
、
地
元
国
会
議
員
に
届
け
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
義
務
化
を
実

質
的
に
撤
回
す
る
内
容
の
改

正
省
令
第
１
５
１
号
の
公
布

を
受
け
、
原
告
団
の
総
会
を

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

　
　

◇　
　

◆　
　

◇

【
日
時
】
12
月
27
日
（
日
）

14
：
30
〜
16
：
30

【
場
所
】
大
阪
府
保
険
医
協

同
組
合
会
館
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

｢

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ

イ
ン
義
務
化
撤
回｣

大
阪
訴
訟
原
告
団

総
会
の
ご
案
内

レ セ プ ト
オンライン

大
阪
訴
訟 

原
告
団
で
対
応
協
議
へ

（表）新政権発足後の協会の取り組み
【国会議員懇談】
９月29日 民主，平野博文内閣官房長官秘書（歯科医療改善，海外技工について）
10月９日 民主，稲見哲男議員（自主共済について）
10月９日 共産，宮本岳志議員（自主共済について）

10月16日 民主，長尾敬議員（後期高齢者，オンライン，租税特措法，自主共
済について）

10月20日 民主，梅村聡議員秘書（歯科医療改善,海外技工について）

10月22日 民主，大谷啓議員（後期高齢者，オンライン，租税特措法，自主共
済について）

11月10日 民主，梅村聡議員（オンラインについて）
【国会要請】

９月16日 鈴木寛議員，森山浩行議員，村上史好議員，萩原仁議員，辻惠議員
（民），宮本岳志議員（共）と面談

10月８日
長尾敬議員秘書（民），辻元清美議員秘書（社民），吉井英勝議員（共）と
面談。「保険でよい歯科医療を求める請願署名」500筆，自主共済の
署名668筆を提出

10月22日 竹本直一議員（自），長尾敬議員（民），山下芳生議員（共）と面談

11月５日 辻惠議員（民），山下芳生議員（共）と面談。「保険でよい歯科医療を求
める請願署名」500筆，自主共済の署名1000筆を提出。

11月12日 宮本岳志議員，吉井英勝議員（共）に，自主共済の署名2000筆余を提出。

11月19日 長尾敬議員，中野寛成議員（民），吉井英勝議員（共），山下芳生議員
（共）と面談。「保険でよい歯科医療を求める請願署名」3437筆を提出

【集会】

10月22日
「レセプトオンライン請求義務化撤回を！」緊急国会内集会。参加
者150人。谷博之議員，松崎哲久議員，首藤信彦議員，吉田統彦議
員，初鹿明博議員，高邑勉議員（民）安部知子議員（社民），高橋千鶴
子議員（共），が参加

10月22日
「社会保障を増やして，国民のための医療介護へ転換を！」10・22
中央集会。参加者約4000人。山崎摩耶議員（民），安部知子議員（社
民），小池晃議員（共）が参加

10月25日 「入れ歯が危ない　保険で良い歯科医療を」10・25決起集会。参加
者418人。初鹿明博議員（民），小池晃議員（共）が参加

11月12日
保険行法の適用除外を求める11・12国会内集会。参加者125人。小
林興起議員，橋本勉議員，大西健介議員，郡和子議員，初鹿明博議
員（民），宮本岳志議員（共），田中康夫議員（新日）

11月19日

「診療報酬引き上げ，患者負担軽減で医療崩壊から再生へ」国会内集会。
参加者約100人。三宅雪子議員，玉木朝子議員，阪口直人議員，川越孝洋
議員，小宮山洋子議員，川口浩議員，吉田統彦議員，大山昌宏議員，相原
史乃議員，木内孝胤議員，松野信夫議員，斉木武志議員，辻惠議員，水戸
将史議員，土田博和議員（民），小池晃議員（共），田中康夫議員（新日）

　

次
期
診
療
報
酬
改
定
を
め

ぐ
っ
て
厚
労
省
は
９
日
、「
全

体
と
し
て
10
年
ぶ
り
の
ネ
ッ

ト
プ
ラ
ス
改
定
が
必
要
」
と

す
る
方
針
を
発
表
し
た
。

　

厚
労
省
は
前
改
定
に
つ
い

て
、
勤
務
医
の
負
担
軽
減
や

救
急
医
療
の
充
実
な
ど
を
重

点
課
題
と
し
た
も
の
の
「
必

ず
し
も
十
分
な
効
果
が
出
て

い
な
い
現
状
に
あ
る
」
と
分

析
。
三
党
連
立
政
権
合
意
の

「
医
療
費
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
）
の

先
進
国
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
並
み

の
確
保
を
目
指
す
」
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
、「
国
民
の
安

全
・
安
心
を
支
え
る
医
療
の

再
構
築
」
に
取
り
組
む
こ
と

を
表
明
し
た
。
次
期
改
定
で

は
、
入
院
医
療
に
優
先
的
に

配
分
す
る
と
と
も
に
、
後
方

病
床
・
在
宅
療
養
の
機
能
強

化
を
打
ち
出
し
た
。

　

財
源
は
、
薬
価
改
定
と
医

療
材
料
価
格
改
定
に
よ
る
約

５
０
０
０
億
円
を
診
療
報
酬

本
体
に
充
当
す
る
と
し
て
も

「
こ
れ
を
超
え
る
規
模
の
財

源
が
必
要
」
と
し
た
。

診 療 報 酬
ぜひ引き上げを


